
2025年度事業報告書

1.館蔵品等展示

◇2025年春季特別展

・1階展示室、地階展示室

「能楽の美一能面・能装束と能楽ゆかりの茶道具一」

【前期】 3月8日(士)~ 4月20日(田

【後期】 4月26日(士)~ 6月8日(日)

◇2025年秋季特別展

・ 1階展示室

「野村得庵近代数寄者たちとの交遊

益田鈍翁・高橋箒庵・住友春翠・大谷尊由・高谷宗範.to

【前期】 9月6日(士)~ 10月19日(勵

【後期】 10月25日(士)~ 12月7日(田

※ 展示替休館:4月21日明)~25日(金)

・地階展示室

【前期】 9月6日(土)~ 10月19日(田

【後期】 10月25日(土)~ 12月7日(田

1席 10人信十40人)

1席 10人(計40人)

※ 展示替休館:10月20日明)~24日(金)

2.講演会

10月17

講演者

演題

日(金) 14:00 ~15:30

谷晃館長

「野村得庵と近代数寄者」

3.各種講座

「茶会記を読む会」・「古筆を読む会」講座を、各年間 10回実施(有料)

4.茶会

聴雨軒茶会於

2025年10月

2026年3月

「舞楽面にみる伝統芸能の世界」

現代作家による個展(5名)

於国際交流会館特別会議室(有料)

ー」

野村美術館IF茶室・立礼席(有料)

23日(木)午前2 回、午後2 回の計4回

5日(木)午前2回、午後2回の計4回



*茶会終了後、参会者は展覧会を鑑賞。

山形鈍翁茶会於山形市清風荘宝紅庵

2025年6月28日(士)・ 29日(日)

5 刊行物

『研究紀要』第35号(2026年3月10日発行)

6 館蔵品の修復中

因陀羅筆寒山図

辻与次郎作阿弥陀堂釜

黒船段織厚板

能管銘龍丸

能管銘柴笛

7 美術品の貸出

匪西
・ MIHO MUSEUM 7月12日~8月24日

「伝説の深徒佐卦萇'覚」
佐野長寛作籍際欝驫釜諾
佐野長寛作歪雑等泳隆讐物
佐野長寛作紅葉蒔絵吸物椀

佐野長寛作海老蒔絵棗

茶道資料館 9月3日~12月7日
うくろ

秋季特別展「繕いの茶道具」
こうだいじまきえなうめ

高谷寺蒔矮棗

鸞1"鰐、孚響符讐譜
はけめしかいけいてい

刷毛目茶碗銘四海兄弟

・ MⅢO MUSEUM 9月20日~12月14日

秋季特別展「近江の名所」
なしじ

梨地蒔絵近江八景十種香箱

*9月3日~10月5日の期間限定展示

・五島美術館 10月28日~12月7日
プノレー

「古染付と祥瑞一愛しの青一」
はりこううし

古染付張甲牛香合



古染付葡萄棚水指

古染付桜川水指

古染付輪花三足鉢

古染付漢詩茶碗
しょんずいにだんねじ

祥瑞上段捻鉢

・大分県立美術館 11月22日~2026年1月14日

OPAM開館10周年記念展「美のあゆみV01.2-中心と周縁・豊かな文化の拡がりー」

上杉瓢箪茶入

8 ギャラリートークほかイベント

館長による特別鑑賞会(有料)年4回

5月26日明)、 9月29日明)、 11月17日明)、 3月23日明)

9 学芸員実習

7月7日明)~ 11日(金)の 5日間実施

10 地域との連携

京博連、岡崎魅力づくり協議会、京都きものパスポート、京都市観光協会、

泉屋博古館どの相互割引「京都東山さんぽ」

11.美術品の受贈

・村上ケイ子様(3点)

金森宗和作竹花入銘姥

金森宗和共筒茶杓
すずめず

松花堂昭乗筆梅に雀図

12 職員数(2026年3月31日現在)

職員:3人嘱託:2人非常勤職員

2025年4月18日

2025年4月18日

2025年12月1日

5人

3


